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　５月16日（木）、真室川北部小学校にモン

テディオのＤＦ西河翔吾選手（№4）と鈴木

翼選手（№26）が訪れ、「夢クラス」が開催

されました。 

　児童達は、将来の夢を発表した後、選手達

から夢を実現するためのアドバイスを聞き、

サッカーの実技指導も受け、夢を掴む気持ち

が膨らんだ一日となりました。 

③ 町　内　小　学　校　運　動　会 

① 吉村県知事が及位地区の方々と懇談 

② モンテディオの選手と将来を語る 

　５月25日（土）、26日（日）にかけて町内の

小学校で運動会が開催されました。 

　真室川あさひ小学校では、「勝利めざして

輝け!!あさひっ子63人の熱き炎」をテーマに、

素晴らしい天気の下、たくさんの地域の方々

も参加して開校２年目の運動会が行われ、工

夫を凝らした応援合戦や徒競走など、子ども

達の頑張りに大きな声援が送られていました。 

　６月４日（火）、吉村美栄子県知事が当町を

訪れ、秋田県知事と手を携えて道路改良の要

望を行うために東北中央自動車道（及位から

上院内）を視察しました。視察後は、及位地

区総合施設で地域住民の方々と道路に関する

活発な意見交換を行いました。 

　６月11日（火）、たんぽぽこども園の年長

児（32名）が、真室川町農協青年部（委員長：

　橋洋）の協力を得て田植え体験をしました。

顔を泥だらけにしたり、尻もちをついたりし

て、楽しそうに苗を植えていました。沿道に

は、年長さんの活躍を応援する園児達や保護

者の皆さんの姿がありました。 

　田植えの後は、お楽しみの田んぼでのかけ

っこ競争。子ども達の元気な声が響き渡って

いました。 

④ たんぽぽこども園の田植え体験 
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⑤ 秋 山 牧 場 入 牧 式《5/29（水）》 

　　放牧された牛は、昨年より18頭多い70頭（和牛
57頭、ホルスタイン13頭）でした。 

⑥ 福 寿 荘 を 慰 問《5/9（木）》 

　真室川音頭会館の皆さんが、福寿荘のかど焼き大会
に参加し、真室川音頭などを披露しました。 

⑦ 甑　山　山　開　き《6/8（土）》 

　甑山の山開きが開催され、町内外から参加された多
くの方々は、記念登山とトレッキングに分かれ自然を
満喫しました。 

⑧ 真高生、花いっぱい運動《6/11（火）》 

　真室川高校生の有志25名がプランターに花を植え、
森の停車場前に設置しました。真室川まつりまで、花が
元気に育つようにしっかり管理していくとのことです。 

⑨ チェリアdeカフェinもがみを開催《6/12（水）》 

　生涯学習センターまざれやで地域づくり応援団キラ
ッとO～RA☆DA（会長：佐藤成子）が男女共同参画
事業の一環で交流イベントを開催しました。 

⑩ 八敷代「里山づくり楽校」プロジェクト《6/16（日）》 

　公募事業で、八敷代里山活用推進協議会（会長：佐
藤儀一）が開催し、今年で７回目。ナメコの植菌作業
や桜の植樹などを子ども達と一緒に行いました。 
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独
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